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個の見取り 

プログラミング 

的思考の育成 

湖南市ホームページでも公開しています。 

https://www.city.shiga-
konan.lg.jp/soshiki/kyoiku_iinkai/gakko_kyoiku/kyoiku_se
nta/kyoiku_kenkyujyo/ict/33913.html 



1.　各校ワーキンググループ・メンバーの実践報告

① ② ③ ④ ⑤

自分の考えをもつ（授業の湖南市スタイル その②　×　ＩＣＴ） P１

岩根小 ５年 算数科 平均「ならした大きさの求め方」 〇 〇 P２

水戸小 ４年 算数科 変わり方 〇 〇 P４

三雲東小 ６年 外国語科（英語） １年生に動物クイズを出そう！ in English 〇 〇 P６

下田小 １年 特別活動 学級会 〇 〇 〇 〇 P８

甲西北中 ２年 理科 消化酵素の働き（発展） 〇 〇 〇 P10

石部小 ６年 理科 大地のつくりと変化 〇 〇 P12

考えを交流する（授業の湖南市スタイル その③　×　ＩＣＴ） P15

三雲小 ５年 体育科 跳び箱運動 〇 P16

岩根小 ６年 体育科 器械運動（マット） 〇 〇 〇 P18

石部中 １年 数学科 変化と対応 〇 〇 P20

菩提寺北小 ２年 算数科 三角形と四角形 〇 〇 P22

甲西中 ２年 数学科 課題学習 〇 〇 〇 P24

三雲東小 ２年 国語科 秋がいっぱい 〇 〇 P26

甲西中 １年 数学科 比例と反比例 〇 〇 P28

下田小 ５年 国語科 表やグラフを使って、自分の考えを伝えよう 〇 〇 P29

プログラミング的思考の育成 P31

岩根小 ２年
３年 自立活動 夏まつりを開こう 〇 〇 P32

菩提寺北小 ６年 理科 発電と電気の利用 〇 P34

菩提寺小 ６年 国語科 『鳥獣戯画』を読む 〇 〇 P36

日枝中学校 ２年 技術・家庭科（技術分野） 情報の技術 〇 〇 〇 P38

P40

P44

P45４.　ＩＣＴ活用スキル指導体系表（湖南市ICT活用推進委員会）

３.　令和５年度ICT授業推進WGから令和６年度ICT授業推進WGへ

「令和５年度 湖南市ICT活用実践報告集」
目　次

湖南市の授業スタイル

２.　「授業の湖南市スタイル」とICTをつなぐ　　～活用例～

学校名 学年 教科等 単元名（または教材名・分野等） ページ



 
＜石部小学校 中瀬教諭＞ 

 

＜三雲東小学校 七里教諭＞ 
 

＜岩根小学校 中谷教諭＞ 
 

＜水戸小学校 長井教諭＞ 
 

＜甲西北中学校 雁瀬教諭＞ ＜下田小学校 増田教諭＞ ＜石部南小学校 山岡教諭＞ 
 

  

授業の湖南市スタイル その② 

自分の考えをもつ × ICT 

児童の振り返りや既習学習、実験手順をカードに

することで、視覚的に分かりやすい導入が可能。 
（データを共有で、学校全体の働き方改革！） 

・カードで考えをつくることで、瞬時に

クラス全体で共有可能。 
・友だちの考えと比較して、自分の考え

を気軽に変えることができる。 

本などの紙媒体、ネット情報

それぞれの良さを生かして授

業を組み立てることが大切！ 
今まで学習したことを活用

して、書く作業でどのツー

ル（ノートや端末）を子ど

もが選択するかが大切！ 

学習への抵抗感やハードル

の高さを感じている児童へ

の支援にとても有効です！ 

発言力のある児童だけでな

く、自分の考えをもつこと

が苦手な児童でも、学級会

に参加できました！ 

個別の支援で、Teams を使

った理科のミニ授業が効果的

だった！ 

生徒が前回の実験でまとめ

たスライドもとにして、今

回の実験方法を考えること

ができました。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 

＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 中谷 陽輔 ( 岩根小学校 ) ＜学 年＞ 第５学年 

＜教 科＞ 算数科 ＜単 元＞ 平均「ならした大きさの求め方」 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

ならした大きさの求め方を考え、「平均」の用語とその

意味や求め方を理解することができる。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

平均の求め方を式や図に表して考えようとしている。 

＜ICTの活用場面＞ 

 

 

＜活用する ICTの機能・アプリ＞ 

オクリンク 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

・問題文からキーワードを読み取り、式や図、言葉を

使って問題解決する活動に取り組んできた。 

・ICT 機器を活用し、多様な方法で考え、表現できる

機会を設けるようにしてきた。 

・思考の過程を言葉で説明することに苦手意識をもつ

子どもがいる。 

＜指 導 案＞ 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICTを活用する 

ねらい・効果 

 １．問題を把握する。 

「５個のオレンジから次のよ

うにジュースができました。ジ

ュースの量をならすと、1 個の

オレンジから何ｍL のジュース

ができたことになりますか。」 

 

 

 

 

 

 

２．「ならす」の意味を確 

かめる。 

 

３．めあてを確認する。 

 

 

 

 

オクリンクに問題と同じスラ

イドを用意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経験を想起せながら「ならす」

の意味をおさえる。 

 

 

 

 

 

 

自力解決の方法の見通しを、子

どもがもてるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

、 

、 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 

４．自力解決する。 

オクリンクを活用して、自分の

考えをカードまたはノートに

書く。 

 

 

５．クラス全体で考え方①につ

いて話し合う。 

（多いところから少ないとこ

ろへ移す方法） 

 

 

 

６．班で考え方②について話し

合う。 

（全部の量を求めてから 5等分

する方法） 

 

７．全体で考え、まとめる。 

「平均」の用語と意味を理解

し、求め方をまとめる。 

 

 

 

 

 

８．適応問題を解く。 

卵 4個の重さの平均を求める。 

 

 

 

９．ふりかえりをする。 

・オクリンクに問題と同じ２種

類のスライドを用意する。 

・考え方を説明するのはカード

でもノートでもどちらでも

よいことを伝える。 

 

多いところから少ないところ

に移す子どもが多いことが予

想されるため、一旦考え方①を

全体で考える 

 

 

 

子どもの考えから考え方②を

提示し、その良さについて班で

話し合わせる。 

 

 

「いつでも使えるのはどちら

の方法か」と補助質問をし、解

決過程をふり返らせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふり返りの視点をおさえる 

 

 

 

 

 

 

・オクリンクの提出 BOXで、他

人の考えを瞬時に共有する

ことができる。 

・ノートで考えをもった子ども

も、写真カードで考えを提出

することができる。 

＜実践を振り返って＞ 

子どもの考えを書く際に、ノートか ICT 機器かを選択できるようにした。自分のやりたい方法を選択でき

たので、どの子も授業に向き合おうとする姿が見られた。 

また、グループ学習は、新たな気づきにつながる。ペア・グループ・全体での交流を効果的に行うことが大

切だと感じた。ICT 機器に自分の考えがあると、図を示しながら相手に ICT 機器を見せながら自分の考えを

伝える姿や、例を挙げて説明しようとする姿が見られた。 

このことから、ICT 機器をツールとして使うことは非常に効果的であった。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 長井 悠輔 ( 水戸小学校 ) ＜学 年＞ 第４学年 

＜教 科＞ 算数科 ＜単 元＞ 変わり方 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

数量の関係を調べるには、順序良く並べるとよいこと

に気づき、表を縦や横に見てきまりを見出すことがで

きる。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす) 

図を使って試行錯誤し、きまりを見つける姿 

＜ICT の活用場面＞ 

 

 

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

デジタル教科書 オクリンク 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

・数量関係を言葉に表す。 

（「１つ分の大きさ」「いくつ分」「全体の量」など） 

・計算のきまりを〇、△、□を用いて一般化する。 

＜指 導 案＞ 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICT を活用する 

ねらい・効果 

１５分 

 

 

 

 

１０分 

 

 

 

 

 

 

１０分 

 

 

５分 

 

 

 

 

５分 

周りの長さが１８cm にな

る長方形をたくさん描く。 

 

 

 

たての長さと横の長さの

関係を表にまとめる。 

 

 

 

 

 

どのようなきまりがある

か考えて、ノートに書く。 

 

まとめをノートに書く。 

 

 

 

 

振り返りをノートに書く。 

周りの長さが同じでも辺の長さが異なる

いろいろな種類の長方形を描けるよう、声

をかける。 

 

 

長方形を辺の長さがだんだんと大きくな

ったり、小さくなったりするように並べる

とわかりやすいことに気づかせる。 

 

表を用意しておき、ノートに貼ることがで

きるようにしておく。 

 

〇や△を使って一般化できるようにする。 

 

 

デジタル教科書を活用する

ことで、ノートに書くこと

への抵抗感を少なくする。 

 

 

オクリンクの画面上で、何

度も試行錯誤しながら長方

形を並べ替えることができ

るようにする。 

 

 

 

ノートに書くのが難しい場

合は、タブレット上に書き

込み説明させる。 

変わり方を調べる方法を考えよう 

表をつくり、たての方向や横の方向に見ると、 

きまりを見つけやすくなる。 

- 4 -



Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜実践を振り返って＞ 

 本授業は、４年生の児童と１対１で行った。本児は、学習への苦手意識が強く、ノートに書くことを苦手に

していたり、わからない問題があると、取り組むことをやめてしまったりすることがよくある。そこで、今回

の授業では、ICT を活用することで、試行錯誤を繰り返しながら、課題に取り組んだり、書く事への抵抗感を

少なくしたりしてほしいと考えて、実践を行った。 

 

【成果】 

 まず、いろいろな大きさの長方形を作図すると

いう活動で、デジタル教科書を活用した。デジタル

教科書に直接書き込むことで、容易に書き直すこ

とができるので、書くことへの抵抗感が少なくな

り、何度も試行錯誤することができた。そうして、

たくさん自分の意見を書くことができた。 

 次に、オクリンクを活用して、図形の並べ替えを

行った。オクリンクでの操作は分かりやすく、並べ

替えがしやすそうだった。紙でカードを作っても並び替えはすることはできるが、この活動でもタブレットを

活用することで、より並べ替えやすく、課題に取り組みやすくなっていると感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

デジタル教科書での長方形の作図では、点と点をつなぐ形でしか作図することができず、動きが制限されて

児童の思い通りに作図することができず、やり直していることがあった。キーノートを活用し、棒を動かすよ

うな形での作図にするといった別の方法も考えていきたい。 

 

【その他】 

本児は、話すことが苦手である。緊張する場面や嫌な事

があったときには、固まって話せなくなってしまうことが

よくある。今回の授業では、とても緊張していた様子だっ

た。教師からの問いかけに対して、自分の意見や考えを口

頭で発表するのでなく、タブレットに書き込んで発表して

いた。そのような使い方ができるのもよい点であると感じ

た。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 七里 美佳 ( 三雲東小学校 ) ＜学 年＞ 第６学年 

＜教 科＞ 外国語科 ＜単 元＞１年生に動物クイズを出そう！ in English 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

・クイズで出題する動物について、住んでいるとこ

ろ・食べ物・特徴をスライドにまとめる。 

・既習語彙を工夫して使って、スライドをもとに伝

えることができる。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

・既習語彙やクイズに使う表現方法を確認する姿 

＜ICT の活用場面＞ 

 

 

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

オクリンク、M365「Forms」 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

・歌が大好きで、教科書にある歌をなんとか歌える

ようになりたいと口ずさんでいる姿がある。 

・相手に分かりやすく伝える方法について学んでい

るが、言いたいことを既習の語彙や表現方法を使

うことは難しさを感じている。 

＜指 導 案＞ 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICT を活用する 

ねらい・効果 

 １．Greeting・Review  

・“are,have,like,can”（つなぐ

言葉）と写真をつなぐ復習を

する。 

 

２．調べた動物の特徴を表す表

現を考え、伝え合う。 

・前時で考えた動物の表現を振

り返り、どんな点に気を付け

て言葉を選んだか思い出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オクリンクには、特徴カードだけ

を送り、まずは一人で考えら

れるようにする。 
 

 

・動物の特徴を表すポイントを

振り返って、本時の学習に生

かせるようにする。 

①特徴を見つける 

②つなぐ言葉にふりわける 

③簡単・知っている言葉に言い

換える 

 

 

 

 

 

 

 

 

・カードの順番を入れ替えて、

既習の表現方法を振り返る 

→何度もカードの順を替える

ことでき、試行錯誤できる。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
 

 

・全体でいくつかの動物の特徴

を考える。 

 

 

 

 

 

３．知っていたり学習したりし

た言葉で、動物の特徴を表す

ことにチャレンジする。 

・一人→グループで表現を交流

する。 

・表現できるようアイディアを

出し合う。 

・動物の特徴を英語で表現した

ものを全体に広げる。 

・グループで解決できなかった

ものを全体で出し合う。 

 

５.振り返り（全体→個人） 

・Forms で振り返りをする。 

 動物の特徴を言い表せたか

どうかを振り返る。 

 

 

・ペアや近くの人と相談してよ

いことを伝える。 

 

 

 

 

 

・参考にできるように絵本を渡

しておく。 

・机間支援をしながらそれぞれ

に中間指導を行う。 

 

 

・情報収集はインターネットでは

なく、絵本を使う。 
→これは、1 年生が国語科で
「動物の赤ちゃん」を学習す

るときに並行読書で使う動物

の絵本にする。 
簡単な日本語と分かりやすい

写真で載っているので、読む

ことが苦手な子どもも情報収

集がしやすく、動物の特徴を

視覚的にとらえやすい。 
インターネットで調べるよりも

時間を減らすことができ、クイ

ズを出すための文のつくり方

や表現の工夫、ジェスチャー

の付け方を考えることに十分

時間を使うことができる。 
 
 
・全体の難しさを把握することで

授業者が次時の手立てを考え

たり、アンケートを全体で共有

したりすることで子どもが次に

頑張りたいめあてを見つける。 

＜実践を振り返って＞ 

・小学校外国語では、文法について学んだり書いたりすることがない。そうであっても、オクリンクを活用す

れば、子どもは絵や写真を順番に並び替えるだけで英作文ができるので、大変有効であった。 

毎回の授業の短時間で、オクリンクで単語カードを並び替えて英作文したものを提出させ、教師がチェック

することを続けていくだけで、文法を知らなくても自然と文をつくることができるようになる。また、動物の

特徴を紹介するカード作りでも、手軽に写真や絵を使うことができるので学習が進めやすい。 

・今回は、１年生にクイズを出題する。回答者が困らないように情報を制限するために、調べる方法をインタ

ーネットではなく、絵本にした。子どもは、絵本をうまく利用して、クイズの内容を考えてスライドにまとめ

た。また、動物に関するメモは、紙のワークシートを使った。メモは紙、情報源は絵本、プレゼンテーション

は ICT 機器と、ツールを使い分けたことは支援学級の子どもにも分かりやすかったようで、大きな混乱がなか

った。 

・初めて FORMS のアンケート形式の振り返りを行った。アンケート後、他の人が自分とどう違うのかを全体で

教諭する時間をとったところ、子どもは大変興味をもっていた。ただ、全体で共有するに値する有効な振り返

りの内容にはなっていなかったので、さらに検討し続けたい。 

 

動物の特徴を学習した言葉を使って表そう。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 増田 絵梨 ( 下田小学校 ) ＜学 年＞ 第 1 学年 

＜教 科＞ 特別活動（学級活動） ＜単 元＞ 特別活動（１）学級会 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

・基本的な合意形成や話合いの進め方を身に付ける。 

・他の児童の意見を生かして合意形成を図ることがで

きる。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

・学級みんなが自分の考えや立場を明らかにする。 

・学級みんなが納得できるように全員で考え合意形成

をする。 

＜ICT の活用場面＞ 

 
 

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

オクリンク 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

・学級会の約束や、やり方を知り、みんなで１つのも

のを決める経験をしてきた。 

＜指 導 案＞ 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICT を活用する 

ねらい・効果 

 １．はじめの言葉 

２．役割を紹介する。 

３．議題を確認する。 

４．提案理由を確認する。 

５．めあてを確認する。 

オクリンクのカードにめ

あてをかき、オクリンクで

提出する。 

 

６．決まっていることを確認する。 

 

７．話合い① 

 出し合う 

・どんな遊びがあるのか 

 比べ合う 

・どの遊びがよいか 

 →オクリンクで、自分が選ん

だ遊びの色のカードを提

出する。 

 

 

 

 

 
・全員のめあてが参照できるよう

に共有機能を ON にする。 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれの遊びに色を指定する。 

・色カードで自分の考え（どの遊

びがよいか）を明らかにさせる。 

・提出 BOX を共有し、他の人がど

の遊びを選んだかをわかるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

・自分のめあてを再確認した

り友だちのめあても参照した

りして、この時間のめあてを意

識できるようにする。 

 

 

 

 

 

・自分の意見を発言しにくい

児童でも、自分の立場を表す

ことができるようにする。 

・他の人の立場を、すばやく一

目で見ることができる。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
８．先生の話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．話合い② 

 まとめる 

 

10．決まったことを確認する。 

 

11．先生の話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

12．本時をふりかえる 。 

 

 

 

 

 

 

・誰のために、何のためにこの遊

びをするのかを今一度想起さ

せる。 

→誰のため 

・６年生のため 

→何のため 

・６年生に喜んでもらうため 

・自分たちの成長を伝える 

 

 

 

 

 

 

・話し合って合意形成が行えたこ

とや、個人、全体への賞賛の言

葉、また計画委員会へのねぎら

いの言葉をかける。 

・前回の学級会と比べてよかった

ことや次回の学級会に向けて

課題などを話す。 

 

・全員の今日の達成度が視覚的に

分かるように、めあてに対して

のふりかえりをオクリンクで

送らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・話合い後、どの意見が多いの

かを一覧で確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・他の人が、本時の学級会でど

のくらいの満足を得られた

のかを視覚的に理解できる

ようにする。 

 

 

＜実践を振り返って＞ 

タブレットを活用する前までの学級会は、発表できる児童の意見が強くなってしまいがちであった。そのた

め、学級会を行う際、どうしても一部の児童の意見に偏ることが多かった。しかし、オクリンクを使うことで、

普段手を挙げて発表しにくい児童も、自分の意見を表出でき、学級会の雰囲気は大きく変わった。 

少数の意見も大切にできる児童が増えたことは、オクリンクを使って視覚化した成果であると考える。また、

自分の意見や友だちの意見を視覚的に見られることで、発表が苦手な児童が学級会を楽しんでいる様子がみら

れた。 

オクリンクを使い慣れていない児童や、自分の意見を決めかねている児童がいたため、ふり返りの発表の時

間を十分に設けることができなかった。今後も繰り返し実践して、児童が操作に慣れるよう支援していきたい。 
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Ｒ5 年度ＩＣＴ活用実践報告 

＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 雁瀬 将平 ( 甲西北中学校 ) ＜学 年＞ 第２学年 

＜教 科＞ 理科 ＜単 元＞ 生命 消化酵素の働き（発展） 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

唾液がデンプンを他の糖に変える働きを確かめる方

法を立案して実験した経験をもとにして、食物に含ま

れる酵素の働きを確かめる方法を立案して実験する。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

・他の班の考えを参考にしたり試行錯誤したりして、

実験の方法や手順を考えている。 

・実験で必要なデータを集め、スライドにまとめる。 

＜ICTの活用場面＞ 

 
 

＜活用する ICTの機能・アプリ＞ 

М３６５（PowerPoint，Teams） 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

・消化酵素の働きを確かめる実験を行った。 

・「相手に伝わる写真」「相手に伝わる文章の書き方」 

「画像を使って比較しながら説明」について学んだ。 

＜備考＞ 

本授業は 6〜8時間を使って、「班で酵素の働きを確か

める方法を考えて、実験をする」ものである。 

＜指 導 案＞ 

時 

間 
学習活動 教師の役割 

ICTを活用する 

ねらい・効果 

 ＜実験テーマ＞ 

「食べ物に含まれる酵素の働き

を確かめるには、どのような

実験を行えばよいか。」 

 

パイナップルやキウイ、長芋な

どの食べ物には酵素が含まれて

いる。それらを使って、消化酵素

の働きを確かめる実験を計画す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事前の授業で、唾液に含まれる

アミラーゼを使ったデンプン

の消化実験を行っており、結

果を Teamsに保存している。 

 

←Teams に保存されたファイル 

 

・教師が参考になる班のスライ

ドを紹介すると、子どもはそ

のスライドのどこが良いのか

を考えたり、自分の班のスラ

イドに他の班の良いところを

取り入れたりできる。 

 

 

↓前時に子どもが作ったパワーポ

イントのスライド（実験の結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事前に行った実験で結果を写真

付きで残しておくことで、生徒

はこれから行う実験の見通しを

もつことができる。 

・Teams に保存することで、自分

の班だけでなく、他の班のスラ

イドや写真、動画も、参考にす

ることができる。 

 

 

、 

、 

、 
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Ｒ5 年度ＩＣＴ活用実践報告 

〈評価のポイント〉 

・実験の全体を振り返って、推論

したり改善策を考えたりでき

たか。 

＊改善策：何がうまくいかな

かったか、どのように考えて

何を改善するとよいか。 

・図や表を使って、スライドに実

験の結果を整理できたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正後の子どものレポート 3 枚

↓ 

 

 

〈評価までの流れ〉 

スライドの提出日を決める。 

↓ 

教師が「こうやったらもっと良

くなるよ」をコメントで返す。 

↓ 

それを踏まえて、子どもがもう

一度スライドを修正する。 

↓ 

最終の提出日を決める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コメント機能を活用すること

で、子どもは実験結果や考察を

もう一度見直し、考え直すこと

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実践を振り返って＞ 

ポイントは、「他の班の活動や結果を積極的に参考にして良いこと。」そして、「それができる環境にあるこ

と」「提出までに、教師が 1度コメントをして、子どもが考え直すこと」ではないかと思います。 

子どもが実験にしっかり取り組んでいるか、「次にどのような実験したら良いかな？」「どのようにスライド

にしたらまとめるとよいかな？」と班での話合いにしっかり取り組んでいるかを見取るように心がけました。 

子どもが大人になってからも、「相手に分かりやすい文章や資料を作ることができる力」「データを収集し、

分析・整理する力」は大切だと思います。教科の資質・能力の育成とその基盤となる力を育成する一歩になれ

ばと考え、実践しました。 

 

↑矢印を使って、実験の前後や考察の流れを表現している。↑ ↑四角で囲ったり、色を変えたりす

ることも、「相手に分かり易く伝

える」上では有効な手段である。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 中瀬 真一 ( 石部小学校 ) ＜学 年＞ 第６学年 

＜教 科＞ 理科 ＜単 元＞ 大地のつくりと変化 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

地層は、流れる水の働きによってできることを理解す

ること。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

・流れる水のはたらきによって地層がどのようにでき

るのかを予想し、オクリンクのシートに形や文字の

入力機能を使って自分の考えをまとめている。 

・課題に対する自分の予想を表現し、他者と考えを交

流して、自分の考えと比較し整理する。 

・つぶの重さによって沈む速さがちがうこと気づく。 

＜ICT の活用場面＞ 

 

 

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

オクリンク、デジタル教科書 

タブレットのカメラ機能 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

・地層の様子を観察し、粒の大きさや形や色の特徴を

まとめている。 

・粒の大きさから礫・砂・泥に分けられることを理解

している。 

＜指 導 案＞ 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICT を活用する 

ねらい・効果 

 １、前時の学習内容を振り返る。 

○地層を含まれる粒の大きさで分けるとき、何と

呼ばれるものがあったか。 

○既習内容「流れる水のはらたき」の復習 

 

２、学習の流れと本時のめあてを確認する。 

 

 

３、実験の手順を確認する。 

 ①円筒に水を満たす。 

 ②４種類の土(カラーサンド)を混ぜた土を水ととも

に流し込む。 

 ③３回くり返す。 

 

 

 

○礫・砂・泥の写真を提

示し、特徴を確認する。 

○しん食・運ぱん・たい積

の様子を提示する。 

 

 

 

 

○手順を伝える際には、

実験道具などの具体物

を用いて視覚的に提示

する。 

 

 

 

←実験のようす 

○写真等を見せること

で視覚的に理解しや

すくする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水のはたらきで地層をつくり、地層のでき方を観察しよう。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
４、予想(仮説)を考える。 

○どんな地層ができるのか、なぜ、そのようになる

のか理由を考える。 

 

５、予想(仮説)を交流する。 

○様々な考えを仲間分けし、理由を伝え合う。 

 

 

 

６、実験をする 

 ○地層のできる様子を観察する。 

 

７、結果をまとめる 

 ○実験結果を記録する。 

 ○結果から分かったことをまとめる。 

 

８、学習のまとめをする。 

 ・水のはたらきにより運搬された土がたい積する。 

 ・つぶの大きさによってしずむ速さが変わる。 

 ・速さが違うため、れき、砂、どろが分かれてたい 

積する。地層は、たい積がくり返されてできる。 

 

９、学習をふりかえる。 

○ｵｸﾘﾝｸで送信させる。 

 

 

 

○似ている考えや異なる

考えを紹介し、実験に

向けて興味関心を児童

がもてるようにする。 

 

○ICT 機器で実験の様

子を撮影し、見返すこと

ができるようにする。 

 

 

 

 

○「結果から分かったこ

と」で挙げられた内容

を踏まえながら、まとめ

をする。 

○ｲﾗｽﾄや色などを選択

し、より分かりやすい

シートを作成できる。 

 

○拡大テレビに映し出

すことで、他者の考え

を交流しやすくなる。 

 

 

○動画を撮影すること

で、実験のようすを、

納得がいうまで何度

も、自分にあった再生

速度で見返すことが

できるので、自分の考

えを再構築できる。 

＜実践を振り返って＞ 

【成果】 

○導入場面において事前にパワーポイントを使い「児童のふりかえり」「既

習学習のまとめ」「実験手順」のスライドを作成した。児童のふりかえり

の中から疑問に思っていることをまとめておくことで、今回の実験の問題

意識をもって学習に取り組むことができた。また、既習の「流れる水のは

たらき」や実験の手順をスライドに作成しておくことで、視覚的に分かり

やすく復習や実験の手順を確認できた。 

 

○オクリンクでワークシートを作成し、子どもに課題に対する自分の考えをまとめさせた。児童はオクリンク

の図形や文字入力機能を使って、自分の考えを見やすくすることができた。また、書くことが苦手な児童にと

っては、何度もやり直したりきれいに消したりすることができるので、有効な手立てとなったと感じた。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
○オクリンクを使って予想で考えたシートを提出し、友だちのシートを閲覧・共有できるように設定したおく

ことで、クラス全員の考えを共有することができた。短い時間の中で、自分と同じ考えや違った考えを見るこ

とで、新たな考えにもつことができた。また、全体発表の場でも拡大テレビに提出されたシートを投影したこ

とで、子どもがより見やすく分かりやすい発表をすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実験のようすを、班に１台のタブレットで動画撮影した。実験後の結果をまとめる際に、子どもがもう一度

見返すことができたり、粒の重さによって水中で分かれて沈んでいくことを確認できたりして、有効であった。 

 

 

【課題】 

○予想を立てる段階でオクリンクのシートを使用したが、予想以上に作業に時間がかかってしまい、予定して

いた時間をオーバーしてしまった。ワークシートには、手書きて記入できるようにもしていたので、手書きて

記入したものを写真で撮影し、オクリンクで送信することで時間の短縮につながったのではないかと考える。 

他のクラスで実施した際には、手書きのワークシートを使用し、オクリンクで写真を送信するようにした。そ

のため、時間の余裕が生まれ、予想を発表する時間や最後のまとめをする時間がしっかり確保できた。 

 

○実験の様子を動画で撮影したものをゆっくりと見返す時間がとれなかった。本時のまとめをする際に動画を

もう一度見返す時間を確保できると、より学びにつながったと感じている。次時において、前時の復習を兼ね

て各班の撮影した動画を見ながらポイントを再確認することができた。 

 

 

【まとめ】 

○ＩＣＴを活用することは、視覚的に分かりやすい説明ができたり、多くの児童の考えを共有したりする手段

につながるため大変有効である。これは読み解く力の育成にもつながる。さらに、理科の学習においては、１

度しかできない実験のようすを動画や写真で残しておくと、復習をする際にも児童が納得がいくまで何度も見

返したり再生速度を変えたりすることができ、大いに有効である。 

しかし、操作に時間がかかり、授業の流れに支障をきたしてしまうこともある。使う場面において、本当に

ＩＣＴを使わなくてはいけないのか、手書きとＩＣＴ活用のバランスをよく考えて授業づくりをしていくこと

が大切だと感じた。今後もＩＣＴの有効な活用方法について考え、取り組んでいくとともに児童のＩＣＴ機器

の活用スキルも高めていきたい。 
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＜三雲小学校 東教諭＞ 

 
＜岩根小学校 小杉教諭＞ 

 
 

＜菩提寺北小学校 山本教諭＞ 
 

＜下田小学校 溝口教諭＞ 
 

＜甲西中学校 梶本教諭＞ 
 

 

＜甲西中学校 松井教諭＞ 
 

＜石部中学校 福原教諭＞ 
 

＜三雲東小学校 吉田教諭＞ 

  

授業の湖南市スタイル その③ 

考えを交流する × ICT 
どの子も「小さなできた！」を見つけられる。 
認め合いや教え合いで、交流が活性化する！ 

自分の動きを客観

的にみれるから、

課題に気づいたり

小さな「できた」

を見つけたりでき

る! 

どの子も「小さなできた！」を見つけられる。 
認め合いや教え合いで、交流が活性化する！ 

共同編集の機能を様々な機会で体験し、楽しみ

ながら情報スキルを高める！ 

仲間の立場を可視

化。立場や意見（考

え）が変わったこと

を瞬時で見ることが

できました。 

身近な題材を用いて学

習に取り組み、仲間と

考えを交流する手段と

してのオクリンクを活

用しました。 

数学の中で関数アプリを用いたり仲間の意

見を参照したりして、気づきを得ました。 
共同編集の機能で、リ

アルタイムに仲間の考

えを参照できた。自分

の考えをもつヒントに

したり考え直すきっか

けにしたりできた。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 東 進太郎 ( 三雲小学校 )  ＜学 年＞ 第５学年 

＜教 科＞ 体育科 ＜単 元＞ 跳び箱運動 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

・技を安定して行ったり発展技に取り組んだりするた

めに、自己の課題を見つけたり解決したりすることが

できる。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

・ICT 機器を活用し、自分の姿を客観的に振り返ったり、

課題を見つけたりしている。 

・動画を見ながら、他の人の良いところを見つけ称賛し

たり励まし合ったりしながら練習に取り組んでいる。 

＜ICT の活用場面＞ 

 

 

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

カメラ、オクリンク 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

・鉄棒運動やマット運動で自己の技を振り返るために動画を使ってきた。 

・グループでの話合いを大切にし、学習を進めてきた。 

・これらを通して、少しずつ他の人の良いところを称賛する声や他の人にアドバイスをする場面が増えてきた。 

＜指 導 案＞ 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICT を活用する 

ねらい・効果 

３分 

 

３分 

 

５分 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 集合・整列・挨拶 

 

２． 本時のめあてを確認 

 

3.準備運動、場の準備 

 

4.感覚づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・掲示物を用いて、本時の流れと

めあてを確認する。 

 

 

 

 

・自分や他の人の課題が解決で

きる場を選ぶように声をかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ICT 機器で撮影することで、話

合いの時に、細かく自分の姿を

分析することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓ 課題に合わせてさまざまな角度から撮影する ↓ 

- 16 -



Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
６分 

 

 

 

 

６分 

 

６分 

 

５分 

 

６分 

5.チャレンジタイム① 

 

 

 

 

6.わいわいタイム 

 

7.チャレンジタイム② 

 

8.成果タイム 

 

9．振り返り・挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ICT 機器で撮影しながら確認す

るように声かけをする。 

・話合いの姿として良い班を全体

で取り上げる。 

・他の人と自分の姿を比較し、課

題やコツに気付くことができる。 

＜実践を振り返って＞ 

◎ICT 機器があったことで話合い活動が活発になった。技ができている子どもはポイント毎に振り返ることで、

自分の課題を見つけ解決することができた。また、技を安定して取り組むことができない子どもは、今まで

なら「どうせできへんし。」と諦めていたが、「着手ができていない」など部分的かつ客観的に見ることがで

きるようになってきた。このことから、話合い活動において、ICT 機器の活用は効果的であった。 

△動画を撮るポイントを決めていなかったため、仲間と動画を見せ合うときに撮影する角度や着目する点が違

っていて、比較しにくいことがあった。 
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Ｒ5 年度ＩＣＴ活用実践報告 

＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 小杉 惇人 ＜学 年＞ 第６学年 

＜教 科＞ 体育科 ＜単 元＞ 器械運動（マット） 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

・ICT 機器で撮影した動画から、動きのポイントと自

己やグループの動きを照らし合わせ、技のできばえ

や次の課題を確認するなど、自己やグループの課題

を見つけることができる。 

・自己やグループの課題の解決の仕方を工夫すること

ができる。 

＜この時間で期待する子どもの姿＞ 

・動画から自分やグループの課題を見つけようとする 

・課題解決に向け、課題を意識して修正しようとする 

＜ICTの活用場面＞ 

 

 

＜活用する ICTの機能・アプリ＞ 

写真・動画・オクリンク 

＜子どもの学習・経験＞ 

・これまでの学習で、自らの姿を撮影して学習に生か

すことを経験している。 

・前時で、自分のグループの演技撮影を終えている。 

＜指 導 案＞ 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICTを活用する 

ねらい・効果 

8分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12分 

 

 

 

 

 

 

 

①シンクロ技の動画を見る。 

②めあてを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③自分たちの課題に合わせて

練習をする。 

 

 

 

 

 

 

・他のグループのシンクロ技を

見て、手本としたり課題に気

づいたりできるようにする。 

・課題と関連付けて、子どもの

言葉でめあてを出させる。 

 

 

 

 

 

・「課題は何か。」「何を意識して

いるか。」「どのように変わっ

たか。」を個別で問い、意識づ

けできるようにする。 

 

 

 

 

自分たちの動きを可視化する

ことで、課題に気づけるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

課題点を意識しながら修正で

きる。 

 

 

 

 

 

 

、 

、 

、 
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Ｒ5 年度ＩＣＴ活用実践報告 

５分 

 

 

 

 

7分 

 

10分 

④中間交流 

 

 

 

 

⑤リハーサル 

 

⑥ふりかえり・片付け 

 

 

 

 

 

 

・変容や次の課題を言語化でき

るよう、「勢いの調整」「つな

ぎ」「シンクロポイント」など

を確認する。 

 

 

前時と比べて変容を捉えるこ

とができる。 

 

＜実践を振り返って（成果と課題）＞ 

 
○本単元に限らず、ICT 機器を活用した体育科の授業は行ってきたため、子どもたちも使いこなすことがで

きた。また、１時間の中で撮影する時間を限定していたため、一定の運動量も確保できた。 

○児童の活用方法（撮影する）だけでなく、教師の活用場面（本時の流れやめあての提示、前時の子どもの様

子やふりかえりの共有、音楽を流す）も多く有り、活用の幅を広げることができた。そのため「どの場面で

使えばいいか」という悩みが解消された。また教材づくりがタブレット一つで完結するため、すきま時間で

授業準備を進めることができることもメリットだと感じた。 

○他のグループに撮影をお願いしなければならないため、「今から撮影して！」「ここから撮ってほしい。」な

ど、子ども同士のつながりができた。 

○オクリンクでふりかえりを提出することで、教師と子どもの準備物が少なくなった。教師側にとっても共

有が非常に簡単になった。 

△動画を見る視点を与えてはいたが、自己やグループの課題に気づくことができなかったグループがあった。

学年のはじめの段階では、学級全体で丁寧に指導をしていく（学級全体で確認する・ワークシートを用意す

るなど）必要があると感じた。 

△課題解決の場や練習方法が漠然としていた。「声を合わせる」という集団づくりのような解決方法ではなく、

「体の使い方や足を開くタイミング（開脚前転や開脚後転）」など器械運動の学習に即した課題解決の場を

用意するべきであった。※単元を通して指導する必要がある 

△音楽の再生は教師がおこなっていたため、子どもが自らのタイミングで再生できるようになると、より活

発に活動できるようになるだろう。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 福原 健太 ( 石部中学校 ) ＜学 年＞ 第１学年 

＜教 科＞ 数学科 ＜単 元＞ ４章 変化と対応 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

・反比例のグラフから、その特徴を見出し表現できる。 

・反比例のグラフから、式を求めることができる。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

ICT 機器を活用して交流を行い、反比例のグラフの特

徴に気づいている。 

＜ICT の活用場面＞ 

 

 

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

GEOGEBRA・オクリンク 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

・反比例の３つの意味を理解している。 

・比例のグラフの特徴を理解している。 

・比例のグラフから式を求めることができる。 

＜指 導 案＞ 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICT を活用する 

ねらい・効果 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

３０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反比例の式について確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

GeoGebra を使って反比例のグ

ラフをかき、a＞0 の場合のグラ

フの特徴を見つける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反比例の式がy = になること

を振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

・生徒にy = のグラフをかか

せて、どのような特徴があるか

を見つけさせる。 

・生徒がどのような特徴がある

か迷ったときに、ヒントカード

を用意しておく。 

・a>0 で、いろいろな a の値を

取らせ、グラフを確認させる。 

特徴を読み取ることができる

様な声かけを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・GeoGebraを使ってaの値がど

のような場合でもグラフが含

まれる象限が変わらないこと

を理解できる。 

・a の値によってグラフがどの

ように変わるのかを、視覚的に

捉えることができる 

・考えた特徴をオクリンクで提

出して、交流を行えるようにす

る。 

 

反比例のグラフにはどのような特徴があるのだろう 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０分 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GeoGebra を使って反比例のグ

ラフをかき、a＜0 の場合のグラ

フの特徴を見つける。 

 

授業についてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a＞0 の場合のグラフの特徴を

参考にして、特徴を見つけさせ

る。 

 

反比例のグラフの特徴につい

てまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で GeoGebra を使ってグラ

フをかき、さまざまなグラフを

見て式を求める。 

＜実践を振り返って＞ 

普段から情報機器を使う機会が少なく、今回使った GeoGebra についても取り扱う機会が少ないために操作

に時間がかかってしまった。そのため、授業時間もかかってしまい、時間内に授業が終わりきらなかった。ま

た、GeoGebra 以外にもよい関数アプリがあるので、中学生にとって一番使いやすく、わかりやすいアプリを選

ぶ必要があった。 

アプリの使い方についても改善の余地があった。今回 GeoGebra を使ったが、それを使うことにより反比例

のグラフのいろいろな特徴を見つけることはできた。しかし、アプリの良い点を有効的に使うことで、より深

い学びにつなげることができると学んだ。例えば、a＞0 の場合双曲線が座標平面上の右上と左下に出てくる

が、グラフがすぐにかけるというアプリの利点を活かせば、a＞0 では常に右上と左下に出るかを確認させるこ

とができる。 

 関数という単元はこれからも続いていき、より複雑な関数をかく機会が出てくる。そのときのためにも ICT

機器を使って関数のグラフをかき、より発展的に学んでいく必要がある。中学校の内から関数アプリに慣れて

おくことは必要であると感じた。 
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Ｒ４年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 山本 瑞季 ( 菩提寺北小学校 )    ＜学 年＞ 第２学年 

＜教 科＞ 算数科 ＜単 元＞ 「三角形と四角形」（大日本図書） 
＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

・三角形や四角形の定義に基づいて、三角形と四角形を

弁別できる。 

・弁別した図形を、定義に基づいて説明することができる。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

・与えられた図形を、三角形や四角形を定義に基づいて、

図形を弁別している。 

・弁別した図形について、その理由を説明している。 

＜ICT の活用場面＞ 

  

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

オクリンク 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

・三角形と四角形の定義を理解している。 

＜指 導 案＞ 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICT を活用する 

ねらい・効果 

 1.前時を振り返り、本時の見通し

を持つ。 

 

2.めあての確認をする。 

 

 

 

 

 

3.いろいろな図形の中から三角

形を見つける。 

〈全員〉 

 

 

 

４.グループで確認する。  

〈グループ〉 

 

 

 

 

・学校をまもるためにロボットをつ

くるミッションを達成することを確

認する。 

 

 

 

 

 

 

・オクリンクで操作し、考えを友だ

ちと共有しやすくする。 

・全体で共有できるよう、自分の

操作したカードを教師に提出さ

せる。 

 

・タブレットを見せ合い、なぜその

分け方をしたのか話し合えるよ

うにする。 

・「頂点」「直線」「辺」に注目する

よう声をかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三角形と四角形のルールをつかって、 

三角形と四角形をえらぼう。 
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Ｒ４年度ＩＣＴ活用実践報告 
5.グループでの考えを発表する。 

 

 

 

6. いろいろな図形の中から三角

形と四角形を見つけ、そのわけ

をワークシートに書く。 

 〈個人〉 

 

 

7.6 での考えを発表する。 

 

 

 

7. まとめをする。 

 

 

 

8.ふりかえりをして、キラキラ部品

を手に入れる。 

 

・四角形の定義を確認し、他の図

形はなぜ四角形ではないのか

もおさえる。 

 

・レベル別に説明を書き込めるワ

ークシートを用意することで、三

角形と四角形に当てはまらない

図形の理由も説明できるように

する。 

 

・三角形から順に確認していき、

発表を聞きながら、辺の数をお

さえる。 

 

・「ルールに気をつけたら、正しい

三角形と四角形をえらぶことが

できる。」 

 

・ロボットをつくるための初めての

部品を手に入れ、授業の学びの

自覚、達成感を感じさせる。 

・「ルールを使って選べたか」「選

んだわけを伝えられたか」という

視点を示して、ふりかえりが書け

るようにする。 

 

 

 

 

・図形の辺に着目して分類し、算

数用語を用いて説明することが

できる。（発言ワークシート） 

 

 

＜実践を振り返って＞ 

<よかった点> 

タブレットで仲間分けをしたことで、多くの児童が進んで学習に取り組むことができた。また、自分の考えを簡単

にグループやクラス全体で共有することができ、それを見ながらキーワードを使って説明しようとする姿が多く見ら

れた。さらに、教師と児童の間で考えを共有し、電子黒板で映したことで、視覚的な支援にもなっていたと考える。 

また、オクリンクで操作したカードを教師に提出させることで、児童一人ひとりの考えや学びの変容をいつでも見

返すことができ、理解度を把握したり評価したりすることが容易であった。 
 
<改善点> 

タブレットを操作することはできるが、自分の考えを説明することは難しい児童も何人か見られた。操作すること

だけで終わってしまわないよう、声かけだけではなく、説明が難しいと感じている児童には説明の型を提示すること

が必要だったと考える。 

 また仲間分けなど動かす操作だけでなく、言葉を書き込んだり、図を自分で書かせたりすると、より思考を深める

ことができるのではないかと考える。 
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Ｒ４年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 梶本 敏孝 ( 甲西中学校 ) ＜学 年＞ 第２学年 

＜教 科＞ 数学科 ＜単 元＞ 課題学習 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

・日常生活や社会における課題について、必要なデー

タを収集し、それを根拠に自分の考えを説明する。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

・自分の考えと他の人の考えを比較し、自分の考えを

見直している。 

・図や表からデータの傾向を捉えて、それをもとにし

て自分の考えにしている。 

＜ICT の活用場面＞ 

 

 

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

・オクリンク 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

・オクリンクを活用して、他の人の考えに見たり意見

交流したりしている。 

＜指 導 案＞ 

時 

間 
学習活動 教師の役割 

ICT を活用する 

ねらい・効果 

 １．本時のめあてと内容を確認する 

 

 

 

 

 

２．オクリンクを使い、正しいか正し

くないかの立場を明らかにする。

説得力を持たせるには何が必要か

を確認する。 

（正しい根拠が必要。） 

 

３．過去１０年間のオーディオレコ

ードの売り上げと音楽配信の売り

上げのグラフ、また 

それぞれのデータについて言及され

た新聞記事を配布する。 

その後、そのデータを基に減少し続

けているか、理由もつけて考察す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒の意見や考えを板書に残

し、後の学習の参考になるよ

うにする。 

・なぜそう思ったのかを理由を

聞き、板書していく。 

 

・値に着目して、具体的な例を

挙げながら説明するように

促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二択なので、色をつけたカー

ドを送ることで、瞬時に今どち

らが多いかが分かる。また周り

の人の意見を聞いて、意見が変

わる様子も分かりやすい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあての確認「問題解決のために、理論立てて説明しよう。」 

本時の課題 

「インターネットやスマホが普及している現代で、音楽の売り上げ（ライブ関係は除く）は、 

この１０年間で減少し続けている。」この意見は正しいか。 
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Ｒ４年度ＩＣＴ活用実践報告 
４．オクリンクで自分の考えのカー

ド送り、班で共有する。 

 

５．送られたデータや班の共有をも

とに、意見を変更したときはその

理由を、変更しなかったときは参

考になった説明のしかたや根拠と

なるデータをどのように集めたり

捉えたりしたかを書いてオクリン

クで提出し、確認する。 

 

 

 

６．まとめと振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

〈振り返り〉 

オクリンクで提出する。「この学習を

通して分かったこと、また交流の

中で気づいたことを書いてくださ

い。」とし、自己の評価をし、また

他の人への気づきを書くようにす

る。 

 

 

 

・グループ学習の中での気づき

や交流の良さを踏まえて、振

り返りの中でも、他の人の考

えや意見を確認したり、話し

合ったりするように努める。 

・画面共有をし、周りの人の意

見や考えを共有する。 

・班の中での意見交流もする

が、班の人以外の意見を見るこ

とができ、それをもとに自分の

班での話し合いをさらに活発

にすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・まとめで、データの集め方や

捉え方が手本となるもの、根拠

を明らかにした説明のしかた

が手本となるものを全体共有

で確認し、学習の理解度や参考

になる言葉や書き方を知る機

会を増やすことに繋げる。 

＜実践を振り返って＞ 

ICT を使う大きなメリットは情報共有の早さと、子どもたちの考える時間を多く確保できることだと思いまし

た。今回のようなデータを比較して、数学的に説明するという内容では、資料の明示、情報の比較や考察、説

明内容を考える、交流という多くの段階があります。ICT を使うことで、情報収集や比較検討がぐっとしやす

くなり、子どもたちの活発な意見を引き出しやすくなる、またそのために必要な時間を確保しやすかったです。

今後もこのメリットを生かした授業作りと、新たな活用方法がないか研究を続けていきたいと思います。 

 

〈まとめ〉 

 説明したい事柄について、根拠をもって説明することが大

切。また、根拠のどこに着目して考えたのかをはっきりさせる

ことも分かりやすい説明になることを確認する。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 吉田 紘士 ( 三雲東小学校 ) ＜学 年＞ 第２学年 

＜教 科＞ 国語科 ＜単 元＞ 秋がいっぱい  

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

文章や資料等から、目的に応じて情報を取り出すことができる。 

交流を通して、相手の思いや意図を踏まえながら、自分に考えを確かな

ものにすることができる。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

・他の人の俳句から秋らしさを感じる言葉を見つけることがで

きる。 

・他の人の俳句から良い表現を見つけ、自分の俳句に生かすこ

とができる。 

＜ICT の活用場面＞ 

 
 

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

iPad 

Canva 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

iPad で Canva を使って、後期の目標づくりをしている 

Canva で秋の言葉集めをしている 

＜指 導 案＞ 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICT を活用する 

ねらい・効果 

５分 

 

 

 

 

 

 

１０分 

 

 

 

１５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

１前時までを振り返る。 

 

 

 

２めあてを確認する。 

  

  

３俳句づくりをする。 

・秋の言葉を使って俳句づくり

をする。 

 

４全体交流をする。 

・出来上がった俳句を全体で見

合い、良いと感じた俳句につい

て子どもが相互評価をする。 

・子どもの俳句の中から秋の言

葉を使っていたり、秋らしい表

現をしていたりするものを上

手なところとして取り上げる。 

 

・前時に集めた秋の言葉を確認

しながら、本時では俳句づくり

をすることを確認する。 

 

 

 

 

・ICT 機器を活用して、アイデア

が浮かばない子どもは他の人

の作品をみて参照できるよう

にする。 

 

・めあてである「秋らしさ」を評

価して選ぶことを伝える。 

・ICT 機器を使って、評価が目に

見てわかりやすくするように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイデアが浮かばない子ども

が考えるために逐一、相互参照

ができるねらい 

 

 

他の人の作品をすぐに見て、評

価することができるねらい 

めあて：秋らしいはいくをつくって、友だちの上手なところを見つけよう。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

５俳句づくりをする 

・上手なところを意識して、俳句

づくりをする。 

 

【子どもの成果物】 

 

 

 

 

 

 

６振り返りをする。 

 

・全体交流でまとめた、上手なと

ころを板書したものを意識し

て取り組むように声をかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どのような秋らしさを意識し

たり、どうやって秋を感じられ

るようにしたりして、俳句づく

りをしたのかを考えふりかえ

りをできるようにする。 

＜実践を振り返って＞ 

 １学期に「夏がいっぱい」の単元で同じように俳句づくりに取り組んだときには、自分の考えをなかなかも

てずに、１時間の学習の中で何も書き出すことができない子どもも数人見られた。しかし、今回の Canva を使

ったことで、他の人の考えをリアルタイムで見られることで自分の考えをもつための参考にしたり、自分の考

えた俳句に自信をもてていたりする子が多かった。ICT 機器の操作などで時間がかかることは予想していたが、

今回は１時間の学習で俳句が完成できなかった子はいなかった。クラウドサービスの相互参照の機能を活用し

たことで大きな成果があるように感じた。また、クラウドサービスを活用して、作成した俳句をお互いに評価

しあうことも、子どもたちにとって新鮮で、喜びを感じている子が多かった。さらに、誰から評価されている

かということが教師もわかって、意図的に指名ができることにも良さを感じた。 

 課題としてあげられるのは Canva の機能の多さからくる操作のむずかしさが挙げられる。たくさんの機能が

あることは魅力でもあるのだが、他のところに気が散ってしまって、本来の学習の目的であるところに焦点化

できない場面も見られた。今年度、使用してみて感じたが、中～高学年で使用することに向いているように感

じた。学習が終わった後に ICT 支援員さんと協議をした中で、低学年には機能に制限はあるが、相互参照がで

きる「すまいるノート」の方が向いているのではないかという話になった。 

 今回の実践をして感じたことは、相互参照・相互評価が子どもたちの学習の意欲や自信に大きく繋がるとい

うことである。この２つは ICT を活用することによって、より活発に行うことができることなので、これから

の学習でもどんどん取り入れていくべきだと感じた。また、子どもたちに使用させるアプリや学習ツールは、

発達段階に合ったものを教師が選んでいかないといけないなと思った。そのためには、いろんなツールを教師

が使えるようになっていかないといけないなと改めて感じた。 
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Ｒ４年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 松井 敦寬 ( 甲西中学校 ) ＜学 年＞ 第１学年 

＜教 科＞ 数学科 ＜単 元＞ 比例と反比例 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

日常生活の具体的な事象を捉え、比例を用いて問題解

決するする力 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

班で考えを出し合い、問題解決に必要な情報や考えを

整理する姿 

＜ICT の活用場面＞ 

 

 

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

・オクリンク 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

表やグラフなどから２つの数量が比例していること

を見つけることができる。 

＜指 導 案＞ 

時 

間 
学習活動 教師の役割 

ICT を活用する 

ねらい・効果 

5 分 

10分 

 

15分 

 

17分 

20分 

 

22分 

26分 

 

28分 

 

38分 

43分 

 

・課題とめあての提示 

・課題①で、情報をもとにして比例のグ

ラフをかく 

・課題②で、５分後の水の量を比較し、

自分の考えをﾜｰｸｼｰﾄに記入する。 

・ワークシートを他の人と交流する。 

・課題③「どの会社の商品を選ぶか」を

考える 

・4 人１組で、取組状況を確認する。 

・クラスの仲間と交流する。 

→考えたことをﾜｰｸｼｰﾄに整理する。 

・交流したことを踏まえて、オクリンク

にまとめて班のメンバーで話し合う。 

・話し合ったことをｸﾞﾙｰﾌﾟで発表する。 

・発表の内容をふりかえり、比例を活用

して問題解決したことをまとめる。 

 

 

 

・5分間使用したときの水の量を比較

させる。 

 

・読み取った情報を整理し、比例の関

係を見つけられるようにする。 

 

・分からないことを確認し、交流で他

の人からどのような情報を得たい

かを考えさせる。 

 

・途中の考えも発表させる。 

・発表で使用したｵｸﾘﾝｸのカードを活

用し考えたことをまとめさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・書くや消す作業が

早く情報をまとめ

て発表をする作業

に集中できる。 

・仲間のｶｰﾄﾞを紹介

し、自分の考えと

の違いに気づかせ

ることができる。 

＜実践を振り返って＞ 

普段から ICT の活用の時間まで考えが及ばないまま授業を行ってきた。しかし、今回授業の中で ICT を活用

する時間を取り入れて、生徒たちの考えを深めることができることができた。しかし、自分の考えを深めるだ

けでなく、他の場面でも積極的に活用をしていきたいと考えた。 

 しかし、自分が授業を考えるなかで、ICT 機器を活用する時間をとるのか、授業を進める時間をとるのか、

反復練習をする時間をとるのか、教科の進度を踏まえながら実践を行っていきたいと考えている。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 溝口 佳成 ( 下田小学校 ) ＜学 年＞ 第５学年(日本語教室に通う外国籍児童 4 人) 

＜教 科＞ 国語科 ＜単 元＞ 表やグラフを使って、自分の考えを伝えよう 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

・自分の考えが伝わりやすくなる表やグラフをインタ

ーネットから探し、出典や作成された年を明記し

て、それを使ってスライドにまとめて伝えられる。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

・検索ワードを使って、自分の考えが伝わりやすくな

る表やグラフを探している。 

・自分の考えをスライドにまとめて、交流する。 

＜ICT の活用場面＞ 

  

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

M365(パワーポイントスライド) 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

共同編集機能を活用し、気付いたことをスライド上の付箋にまとめたり、それをもとに交流したりした。 

＜指 導 案＞ 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICT を活用する 

ねらい・効果 

１０分 

 

 

 

 

３０分 

１．課題を把握し、まとめ方について学ぶ。 

 

 

 

 

２．自分の考えが伝わりやすくなる表やグラ

フを探して、自分のスライドに貼り付ける。 

→全員が同じパワーポイントのファイルを

開き、割り当てられたページで作業する。 

 

３．貼り付けた表やグラフを使って、自分の

考えをスライドにまとめる。 

 

４．スライドを元に、他の人と交流する。 

１つのグラフを提示し、以

下のことを押さえる。 

・タイトル・出典 

・縦軸・横軸が示すもの 

 

あらかじめフォーマット

を示しておく。 

 

 

 

相互参照で、互いのスライ

ドが見られるようにする。 

プロジェクタに映し

て、書くときのポイン

トを指し示す。 

 

 

見本となるワークシー

トを提示することで、

スライドの完成までの

見通しを持たせる。 

 

ファイルを共有するこ

とで、いつでも他の人

の作業のようすを見る

ことができる。 

＜実践を振り返って＞ 

 個別最適の学びと協同的な学びの両方が実現できるようにすることを心がけた。オクリンクでは、誰かが提

出するまで、他の人の考えをみることができなかった。M365 の共同編集機能を活用することで、自分のページ

を編集しながら、いつでも他の人のものを参照し、自分の考えに取り入れることができた。 

一方で、他の人の編集している部分に誤ってアクセスし干渉してしまうこともあり、対処方法などに手間取

ることもあった。 

Ｍ365 による共同編集は、グループ活動で ICT を活用する上で有効な機能なので、今後も定期的に使い、ト

ラブルも自分で乗り越えられる子ども達を育てていきたい。 
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文部科学省「StuDX Style」より
https://www.mext.go.jp/studxstyle/
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＜岩根小学校 森本教諭＞ 

 
＜菩提寺小学校 小西教諭＞ 

 
 

＜日枝中学校 丸目教諭＞ 
 

＜菩提寺北小学校 樋口教諭＞ 
 

  

 プログラミング的思考の育成 
「プログラミングとは何だろう。」から学習を

始め、コンピュータ室のぴたプロを使って試行

錯誤を体験させました。本時では、プログラミ

ング的思考を使った宣伝をさせました。ドラマ

の台本とは異なる分岐を用いた宣伝台本は、子

どもたちのよりどころになりました。 

Teams を学びのプラットフォームとして活用

することで、いつでも、どこからでも学習に参

加できます。 
ゴールから逆算して単元計画を立てることは、

どの学習でもできます。普段の授業づくりの中

で物事を順序立てて考える力（プログラミング

的思考）を身につけさせていきましょう。 

「プログラミングってパソコンでカチャカチ

ャすることじゃなくて動きとかを細かく分け

ていくことなんだ！」という気づきを得るた

めの最初の第一次。 
文字ではなくブロックをつなぎ合わせてロボ

ットに命令をする教材を使用します。 
丸目ロボ、発進！ 

実際に手に取れ、すぐに反応が返ってくるプロ

グラミング学習をめざして実践を行いました。 
ＭＥＳＨを使うことで、直感的な操作が可能で

す。さらに、結果がすぐに分かることや、間違

っていてもどの段階までプログラムが進んでい

るのかが一目で分かり、試行錯誤や対話が生ま

れるという良さがありました。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 森本 篤人 ( 岩根小学校 ) ＜学 年＞ 第２学年，第３学年 

＜教 科＞ 自立活動 ＜単 元＞ 夏まつりを開こう 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

・プログラミングが生活の中にもあることを実感す

る。 

・プログラミング的思考を活用して、身の回りの問題

を解決できる。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

・プログラミング的思考の体験を通して、容易に情報

伝達できることがわかる。 

＜ICT の活用場面＞ 

 

 

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

ぴたプロ teams forms 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

ぴたプロを使って、ロボットに命令を出すのは人間で

あることを、体感的に学習した。 

＜指 導 案＞ 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICT を活用する 

ねらい・効果 

 前時の学習を振り返る。 

３人で協力して、ロボを動か

すプログラミングを完成す

る。 

 

朝の用意をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞする。 

 
 

キラキラ夏まつりのお知らせマ

ニュアルを読む。 

 

キラキラ夏まつりのお知らせを

練習する。 

 

本時を振り返る。 

 

ホワイトボードと命令ブロッ

クを準備する。 

 

 

Teams にあるﾌｧｲﾙを用意する。 

 

 

 

 

 

 

お知らせﾏﾆｭｱﾙを配布する。 

 

 

自分で→友達と→先生と 

と発展的に繰り返し練習する

ように指示する。 

 

 

 

 

 

ICT 機器を活用することで、準

備を容易にし、児童それぞれが

手元で操作することができる。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜実践を振り返って＞ 

本時の活動は、①プログラミングとはどのようなことかを確認すること。②ロボットへの指示だけでな

く、自分たちの生活もプログラミング的思考を用いることで習慣化することができること。③プログラミ

ングのフローチャートを使うことで自分たちが取り組んできた夏まつりへのお誘いを容易にできること

を実践すること。といった 3 つの活動で構成されている。 

 

前時までに、コンピュータ室でピタプロを活用することでゲーム

感覚の教材を通じて、次のことを感覚的にとらえてきた。 

・プログラミングとはどのようなものなのか 

・ロボットはプログラムによる指示に対して忠実に行動することが

できるが、間違った指示に対してもその通りに動いてしまうこと 

→あくまでもその指示役はわたしたち人間であること。 

 

そうしたことをふり返りながら、導入することで単発的な学習でなく、ある程度の時間の中での学習に

位置付けられるので、学びの定着を企図した。子どもたちは、前時の学習からブロックの形による意味の

違いを把握しその情報を前提として本時の学習を進めることができた。 

 

朝の用意をプログラミングする活動では、М365 の中にあるホワイト

ボードを活用することで、互いの意見を共有できる良さを活かして、

学習を進める予定であったが、使用するまでの手続きに戸惑い実行で

きなかった。しかしながら、タブレット端末を操作できることの嬉し

さもあってか、どの子どもも積極的に学習に関われたように思う。 

 

そこまでにブロックの性質、プログラミングされたフローチャートを見

る経験を重ねたことで、夏まつりへのお誘い練習はスムーズに移行するこ

とができた。これまでの学習が日常の中にもスムーズに取り入れられた瞬

間だと感じた。子どもたちが今後、ブロックを頭の中に描きながら生活し

ていくとは考えにくいが、こうしたフローチャートに出会ったときに順列、

分岐に対しては躊躇なく対応できることを期待している。 

 

フローチャートを作成するようす 作成したフローチャートをまとめるようす フローチャートを使ってお祭りにお誘いするようす 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 樋口 潤 ( 菩提寺北小学校 ) ＜学 年＞ 第６学年 

＜教 科＞ 理科 ＜単 元＞ 発電と電気の利用 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

プログラミングを体験することを通して、身の回りの

電気の性質や働きを利用した道具があることやその

しくみを理解する。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

予想した条件や動作の組み合わせをもとに、必要なと

きに灯りを付けるプログラムを考えている。 

＜ICT の活用場面＞ 

 
 

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

ＭＥＳＨ 

オクリンク 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

MESH を使ったプログラミング遊びを経験している。 

＜指 導 案＞ 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICT を活用する 

ねらい・効果 

５ 本時のめあてを確認する。 

 

自分の考えをもつ。 

 

 

 

考えを交流する。 

 

 

プログラムを実践する。 

 

 

 

 

 

実践を交流する。 

 

 

本時のまとめをする。 

本時の課題を共有する。 

 

オクリンク・ワークシートを用いて自

分の考えが表せるようにする。 

 

 

ホワイトボードに班の意見まとめる。 

 

 

実際にプログラムを組んで実行し、課

題に対しての答えを見つける。 

 

 

 

 

班で一つ代表を決め、おすすめポイン

ト共に実践する。 

 

 

 

 

MESH を使うことで、ﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾐﾝｸﾞの難しいイメージを小

さくできる。 

 

多様な考えに触れられるよ

うにできる。 

 

考察の結果として実物が動

くので、学びと生活を繋げ

て電気の性質や働きを利用

した道具を身近に感じるこ

とができる。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜実践を振り返って＞  

・MESH アプリとブロックを用いたことで子どもの関心を引き出すことができた。 

自分が考えたことがすぐに実行でき、うまくいかなければ動かないというように反応がすぐに返ってくるた

め、どの児童も進んでプログラミングに取り組む姿があった。また、セットの数も十分で、２人に１台で使う

ことができ、子どもの待ち状態をつくることがなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・多様なプログラムを作ることができた一方で、学習のねらいよりも楽しさが勝ってしまう場面があった。 

前時に１時間でアプリ操作に慣れるための時間を設けたことは良かったが、楽しい活動には授業規律が大切で

あると感じた。また、使わないブロックについては配布しなかったが。もっとブロックを小出しにして渡した

り、機能を限定したりするなどしてもよかった。学習のめあてから外れかけた時に、軌道修正をかける声かけ

や準備が必要であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プログラムを作って試すところまでは良いが、交流のしか

たについて課題があった。 

繰り返し工夫を重ねて考えることができたことはよかった。

実際に動くものが目の前にあるのに、プログラムだけを共有

するだけではもったいないと考え、ワールドカフェ方式での

交流を試みた。しかし、それだとブロックが動くところを見

て終りとなる子どもがいた。後半の活動で、他の班で見たこ

とを生かす子どももいたため、短時間で効率的な交流を仕組

んでいかなければいけない。 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 西村 陽子，小西 自然（菩提寺小学校） ＜学 年＞ 第６学年（特別支援学級） 

＜教  科＞ 国語科 ＜単 元＞ 『鳥獣戯画』を読む 

高畑勲さんの表現の技を学び、「アートチャンネル」をつく

ろう。 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

単元を通して順序立てて計画的に学習を進める力 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

ゴールから逆算して単元計画を立てる。 

＜ICT の活用場面＞ 

 

 

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

Teams オクリンク カメラ imovie 

Padlet 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

・単元計画を立てる 

・Teams での投稿（絵を見て一言 など） 

＜指 導 案＞単元計画 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICT を活用する 

ねらい・効果 

１時 学習計画を立てる 

魅力的なゴールの提示 

児童の考えを引き出しつつ、 

ゴールから逆算して計画を立てる 

→ Teams 上に単元用のチームを作成 

学習の内容や進度は 

Teams 上でいつでも確認可能 

（学習のあしあと） 

参加しにくい児童や 

欠席が多い児童への配慮 

２・３時 教科書の内容理解 

内容理解の支援 

Teams に本文を投稿 

→ 書き込み・共有を可能に 

ポイントとなる箇所に 

線を引き共有する 

４・５時 表現の技を見つける 
ワークシートの作成 

児童同士の意見交換の支援 

ポイントとなる箇所に 

線を引き共有する 

６〜９時 

表現の技をいかした 

紹介原稿作成 

動画作成 

原稿作成の補助・アドバイス 

撮影の補助・アドバイス 

動画編集の補助・アドバイス 

ボイスメモで録音 

→直接話す必要をなくす 

Imovie で動画作成 

→発表に視覚情報を 

 

１０時 
動画チャンネルの公開 

振り返り 
場の設定 

動画チャンネルを作成 

→Teams に投稿することで 

タイミングを選ばず複数の人に視

聴してもらえる 

（コメントがもらえる） 
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜実践を振り返って＞ 

今年度から教務になり、担当授業がないため、自分自身で授業実践を行うことはできなかった。その分、校内研

主任、情報主任の立場から各クラスの授業づくりのサポートを行った。今年度は国語科での ICT の効果的な活用

について研究を進めている。本授業はその研究授業の一つであり、特別支援学級での実践（主に ICT 活用の面）

をサポートした。様々な特性のもった児童が在籍し、全員が一度に集まることが難しいという状況での授業づくりに

授業者も悩んでいた。そこで、Teams を活用して学習のあしあとを残し、「いつでも参加しやすい授業」を目指して

取り組んだ。 

 まず、単元の学習に入る前から、Teams のチャット機能を使って教師の出したお題に児童が答えるという練習を

重ねた。「鳥獣戯画」の学習を見据え、イラストや絵画などの画像を投稿し、児童がセリフや様子を想像して投稿す

るといった内容である。ICT（Teams）に慣れるための期間があったことで、児童は遅刻や欠席をしても、家からで

も学習に参加できるということを体験できた。 

 次に、本時の学習では、「日本の文化（絵画）を紹介するための動画チャンネルを作る」というゴールを設定した。

そこから、必要な学習や準備について考えた。本校では、プログラミングについて特別な授業を行なっているわけ

ではないが、研究教科である国語科を中心に、「単元計画づくり」に力を入れている。ゴールから逆算して必要な

過程を考えたり、うまくいかないときに試行錯誤したりする経験は、「プログラミング的思考」を身につける上でも重

要である。本授業でも、教師が一方的に与えるのではなく、児童が自ら考え、学習を進められることを大切にしてき

た。 

 ICT の活用についても、Teams を学びのプラットフォーム化することの有用性を示すことができた。「とりあえず

Teams を見れば何をしたか分かる」という状況を作ることで、授業への参加のハードルを下げ、学びの保障にも

つながった。通常学級においても、行事や教科、係活動などで必要に応じてチームを作成することで、紙では難し

かった写真や動画の共有をいつでも行うことができるため、可能性は無限大である。 

 また、人前で発表することに苦手意識がある特別支援学級の児童にとって、「事前に動画を作成しておいて、それ

を見てもらう。」という発表スタイルは効果的であったと考える。タブレットに標準搭載されている機能を活用すれ

ば、工夫次第で様々なアウトプットの方法が可能であることを再確認できた。今後もクラスの実態に応じて、様々な

活用ができるよう提案やサポートを行っていきたい。 

 
児童と作成した単元計

Temas 完成した動画の投稿 

Temas 学習のあしあとの投
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Ｒ５年度ＩＣＴ活用実践報告 
＜基本情報＞ 

＜実践者＞ 丸目 諒 ( 日枝中学校 ) ＜学 年＞ 第２学年 

＜教 科＞ 技術・家庭科（ 技術分野 ） ＜単 元＞ Ｄ情報の技術 

＜この時間でつけたい資質・能力＞ 

フローチャートを操作することで簡単なプログラミ

ングができる。 

＜この時間で期待する子どもの姿(活動のようす)＞ 

動作の簡単なフローチャートを製作しながら目的の

動作になるよう調整している。 

＜ICT の活用場面＞ 

 

 

＜活用する ICT の機能・アプリ＞ 

ＳＫＹＭＥＮＵ 

オーロラクロックプログラミングソフト 

＜これまでの子どもの学習•経験＞ 

計測・制御における【ＳＣＡ】の存在を知り、それぞ

れの繋がりについて知識として理解している。 

＜指 導 案＞ 

時 間 学習活動 教師の役割 
ICT を活用する 

ねらい・効果 

 １．前時の内容を確認する。 

 

機械の自動化にはＳＣＡの部

品が必須であることを振り返

り、働きをおさえる。 

 

 

 

２．フローチャートブロックの

表現を理解してオーロラクロ

ックを操作する。 

 

それぞれ「行動」「条件判断」「繰

り返し」の組み合わせで表現で

きることを確認する。 

 

３．本時のふりかえりをする。 

・エアコンや自動ドア、車の自

動運転などの例を出しながら

確認させる。 

 

 

 

 

 

・いくつか問題を提示し、それ

ぞれをどのブロックにするの

かを確認させる。 

・操作方法で困っている生徒に

支援を行う。 

・終わった生徒にはジャンプ課

題のプログラムを作らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎間違ったとしても容易に移

動や削除ができ、操作も直感的

に行えるので、短時間で多くの

試行回数を稼ぐことができる。 

＜実践を振り返って＞ 

 実習時間を比較的多くとることができたため、子どもたちは自分で何度も試行錯誤を繰り返しながらプログ

ラミングを進めていた。最初に説明した「プログラミングとは、パソコンをカチャカチャすることではなく、」

動きを細かく分けていくこと」という考え方を生徒が理解できるように心がけた。 
 

プログラミングを体験 

先生をゴールまで動かすに

は、どの指示をどの順です

るとよいか。生徒の指示で、

実際に先生が動く。 
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授 業 の
湖南市スタイル

× Ｉ Ｃ Ｔ

子 ど も の 学 び を 確 か に す る

授 業 の ア ッ プ デ ー ト

＝

「授業の湖南市スタイル」とICTをつなぐ～活用例～
令和５年度版

令和４年度版はこちら（湖南市HP）
https://www.city.shiga-
konan.lg.jp/soshiki/kyoiku_iinkai/gakko_kyoiku/kyoiku_senta/kyoi
ku_kenkyujyo/ict/33913.html
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湖南市スタイル②

課題に対する「自分の考え」を書く（もつ）

KeyPoint! 安心して何度も試行錯誤できる

何度も考えを書いたり消したりできる
（オクリンクのカード、デジタル教科書、
動画、シュミレーションソフトの活用）

粒
の
大
き
さ
が
違
う
ぞ
！

ど
ん
な
層
が
で
き
る
か
な
？

な
ら
す
に
は
？

ICT支援員がカードを作成

カ
ー
ド
を
並
び
替
え
て

仲
間
わ
け
し
よ
う
！

も
う
１
回
撮
ろ
う
！

も
っ
と
ゆ
っ
く
り

再
生
し
て
み
よ
う
！

前
と
比
較
し
よ
う
！

共同編集
（M365）

文
法
を
習
わ
ず
と
も
、

単
語
カ
ー
ド
の
並
べ
替
え

て
英
作
文
が
で
き
る
！

デジタル教科書

ａ
の
値
を
ど
う
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
な
？
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湖南市スタイル③

それぞれの「考えを交流」する
KeyPoint! 子ども一人ひとりの考えを大切にする

自分の考えや立場を色カードで表す
（オクリンクの活用）

黒
板
で
、
ど
の
色
が

ど
の
意
見
か
を
明
示
す
る

仲間の考えを手元で確認する
（オクリンクの活用）

相手の立場が分かるから、
グループ交流も活発になる！

教
師
が
使
え
ば
・
・
・

考えを並べて見せ合う
（写真や動画の活用）

小
学
校
一
年
生
も

あ
っ
と
い
う
間
に
送
信
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湖南市スタイル⑤

学習を「ふりかえる」

KeyPoint! 一人ひとりの学びの実感を授業者が把握

クラウドに保存すれば、いつでも・どこでも、子どもと授業者が確認できる

学びの実感をアイコンで視覚化

小
学
校
一
年
生
も

あ
っ
と
い
う
間
に
送
信

欠席した児童生徒も
授業内容を確認できる！

コメント機能で再考を促す

瞬時に共有・振り返りシートの準備や紛失の心配が無用に！
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【初版】ICT活用スキル指導体系表(R5.1)

項目 概要
小学校 中学校

低学年 中学年 高学年 １年生 ２年生 ３年生

端
末
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
基
本
的
な
操
作
・
活
用
ス
キ
ル

タイピング ●かな入力
●40文字/分（ﾛｰﾏ字）
●数式入力

●70文字/分（ﾛｰﾏ字） ●100文字/分（ﾛｰﾏ字）

カメラ
●写真・動画の撮影
●QRコード読み込み
●スクリーンショット

●画面分割（スプリット
ビュー・オーバースライド）

●動画の編集(トリミ
ング、Clips、iMovie)

オクリンク

●カードの提出
●書込み（ペン）
●URLカードからWebサ
イトへアクセスする

●教材BOXへの保存・
マイボードへの取込み

●カードをつなげプレ
ゼンテーションをする

Web ●Web検索(キーワード) ●Webの画像をｺﾋﾟｰ＆ﾍ゚ ｽーﾄ ●Web検索(画像検索) ●Web検索(and/or/not検索)

学習eポータル
●お知らせをよむ
●アンケートの回答
●指定教材へアクセス

デジタル教科書

●指定ページを開く
●ペンで書き込んだ自
分の考えをスクリーン
ショットし、オクリン
クで共有する

M365
（Teams,Word,Excel
PowerPoint,Forms 等）

●共同編集（プレゼン
資料の作成）[T,W,E,P]

●アンケートの作成・
配布・結果の活用[F]

●遠隔・オンライン授業への参加（Teamsの活用）

自分の合った端末設定 ●画面設定（明るさ・背景色）、●文字（大きさ・影）、●読み上げ、●入力方法※（キーボード・音声・フリック）

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考

ICTを使わない活動を
含め、自分が意図した
活動により近づくよう
に手順や順序、記号の
組み合わせ等を工夫し
て、論理的に粘り強く
考える力

問題の解決や表現活動
の際には、手順がある
ことを理解する

順次、分岐、反復を含
むプログラムを作成す
ることができる

順次、分岐、反復を含
んだプログラムの作成
を行い、目的に照らし
て作成したプログラム
を評価・改善すること
ができる

社会や生活の中から課題を見いだし、その解決に向けてプログラムを作成
するとともに、目的に照らして作成したプログラムを評価・改善すること
ができる。

情
報
モ
ラ
ル

情報社会や情報手段
の特性の理解と、安
全かつ適切に情報手
段を使うことによっ
て、よりよい情報社
会を創ろうとする知
識と態度

●写真を撮るときの注意
●情報を発する責任
道①「ひつじかいのこども」

●情報の伝え方
道②「おばあちゃんお元気ですか」

●インターネットの
ルール・マナー
道③「ちゃんと使えたのに」

●ﾒｰﾙ・SNSの使い方
道④「交かんメール」

●ﾒｰﾙ・SNSの使い方
道⑤「メールの使い方」

●情報社会
社⑤「情報社会に生きるわたしたち」

●情報モラル
道⑥「カスミと携帯電話」

●トラブル回避
道 ⑥ 「 自 分 を 守 る 」

●著作権・肖像権
道「使っても大丈夫？」

●インターネットの
ルール・マナー
道 「 ネ ッ ト 将 棋 」

●情報社会の未来
社 「 新 し い 人 権 」

●情報セキュリティ／情報モラル
●トラブルの回避と解決

技 「 情 報 の 技 術 」
家 「 消 費 者 ト ラ ブ ル と そ の 対 策 」

●ルールとマナー
●①パスワードの変更・管理
●①指紋認証の設定

●ルールとマナー ●ルールとマナー
●⑥端末の初期化

●ルールとマナー
●①パスワードの変更・管理
●①指紋認証の設定

●ルールとマナー ●ルールとマナー
●③端末の初期化

本指導体系表は、児童生徒のICTを活用した学びの経験を保障するもので
あり、指導する学年を固定するものではない。
示された学年を柔軟に前後させてもよいが、各校を卒業するまでには、
どこかで経験させ、児童生徒の実態に応じて繰り返し指導する。


